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氷川町キャッチフレーズ 【大地の恵み歴史の香り氷川町】

「平成２８年度 一般会計予算」
『幸せを実感できる氷川町』を創造するふるさとの未来を拓く挑戦の年

2016 No.127

立神峡龍神橋の鯉のぼり
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スマートインターチェンジ
アクセス道路開通

氷川町人材育成研修助成制度

空き家バンク促進補助金事業

ひかわスポーツクラブだより！！
／八火図書館だより

けんこうだより

こころの健康コーナー
／認知症キャラバンメイトだより

立神峡だより

町民文芸

くらしの情報

伝言板／ひとのうごき
／氷川町の火災・救急件数

５月カレンダー

ひかわっ子写真館

　
３
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、桜
ヶ
丘
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、第
11
回
氷
川
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
26
日
の
前
夜
祭
で
は
、恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開

催
さ
れ
、自
慢
の
歌
声
の
披
露
、会
場
を
湧
か
せ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、迫
力
の
ひ
の
き
み
太
鼓
と
目
の
離
せ
な

い
ス
テ
ー
ジ
に
観
客
も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。。

　
翌
27
日
の
本
祭
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、桜

龍
太
鼓
、宮
原
小
学
校
・
竜
北
中
学
校
発
表
と
い
っ
た

地
元
勢
の
活
躍
か
ら
始
ま
り
、ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
や
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
、も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、お
楽
し
み
抽
選
会
や
も

ち
投
げ
な
ど
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内

容
で
し
た
。

　
ま
た
、会
場
に
は
各
種
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
出
店

が
並
び
、目
移
り
し
て
し
ま
う
食
べ
物
に
来
場
者
は
足

を
止
め
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
桜
も
程
よ
く
咲
き
始
め
て
お
り
、花
見
に
、ス
テ
ー

ジ
、食
べ
物
と
充
実
の
２
日
と
な
り
ま
し
た
。

C o n t e n t s

立神峡龍神橋の鯉のぼり

　鯉のぼりは男児の出世と健康を願って
庭先に飾る5月の風物詩ですが、最近は
あまり見かけなくなりましたね。立神峡の
龍神橋には現在元気に鯉のぼりが泳い
でいます。

（平成28年4月14日撮影）
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『幸せを実感できる氷川町』を創造する

町民1人に使われるお金は
※一般会計予算額を平成28年4月1日の人口12,421人で割った額です。

ふるさとの未来を拓く挑戦の年

62億1,483万1千円
500,349円

平成28年度 一般会計予算

限られた財源を重点的・効率的に配分
　3月の定例議会で平成28年度の氷川町一般会計予算と各特別会計予算が可決されました。
　予算額は、一般会計予算が、62億1,483万1千円（対前年比0.17％減）、各特別会計予算の合計額が、48億8,235万
  7千円となっています。
　今月は、その概要についてお知らせいたします。
　今年度も引き続き、経費の節減や適正な事業選択など効率的な行政運営を進め、財政の健全化に努めていきま
す。町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

項　目 予算額（千円） 構成比（％）

自
主
財
源

町 税 900,603 14.5

繰 越 金 50,645 0.8

繰 入 金 510,940 8.2

そ の 他 164,189 2.7

計 1,626,377 26.2

依
存
財
源

地方交付税 2,710,000 43.6

国庫支出金 607,323 9.8

県支出金 635,045 10.2

町 債 383,700 6.2

地方譲与税ほか 252,386 4.0

計 4,588,454 73.8

歳入合計 6,214,831 100.0

【歳　入】

【歳　出】
項　目 予算額（千円） 構成比（％）

議 会 費 69,256 1.1

総 務 費 1,348,688 21.7

民 生 費 1,388,625 22.3

衛 生 費 884,913 14.2

農林水産業費 476,220 7.7

商工費ほか 82,674 1.3

土 木 費 600,002 9.7

消 防 費 287,215 4.6

教 育 費 369,683 6.0

公 債 費 707,555 11.4

歳出合計 6,214,831 100.0

歳 入

歳 出

地方交付税
27億1,000万円

43.6％

国庫支出金
6億732万3千円

9.8％

総務費
13億4,868万8千円

21.7％

民生費
13億8,862万5千円

22.3％

消防費
2億8,721万5千円

4.6％

教育費
3億6,968万3千円

6.0％

公債費
7億755万5千円

11.4％

議会費
6,925万6千円

1.1％

衛生費
8億8,491万3千円

14.2％

商工費ほか
8,267万4千円

1.3％

土木費
6億2千円
9.7％

農林水産業費
4億7,622万円

7.7％

県支出金
6億3,504万5千円

10.2％

町債
3億8,370万円

6.2％

町税
9億60万3千円
14.5％

繰越金
5,064万5千円

0.8％

繰入金
5億1,094万円

8.2％

その他
1億6,418万9千円

2.7％

地方譲与税ほか
2億5,238万6千円

4.0％

依存財源
73.8％

自主財源
26.2％
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【用語の解説】
町の行政運営の基本的な経費を計上している会計。

特定の歳入・歳出を一般のものと区別して処理するための会
計。主なものとして、国民健康保険特別会計や、介護保険特別
会計などがあります。

町税など、町が自主的に収入できる財源。前年度における歳入
全体に占める割合は約24.6％。

地方交付税や国庫支出金など、国・県から交付されるもの。前
年度における歳入全体に占める割合は約75.4％。

一 般 会 計：

特 別 会 計：

自 主 財 源：

依 存 財 源：

平成28年度一般会計予算に計上されたうち住民生活に関連のある主な事業
（単位：千円）

【特別会計】

【お問い合せ先】 氷川町役場 企画財政課 財政係　　☎ 52-5850（直通）
詳しい資料は、企画財政課にありますので、閲覧を希望される人は、お気軽にお申し出ください。

事　 業 　内 　容 予 算 額

住み良いまちづくり推進のため地区の防災活動や地区運営を支援する地区活性化総合交付金制度 21,675

安全安心な暮らしを支えるための交通安全施設、消防施設・資器材整備事業 16,927

総合振興計画地区別計画に基づき住民自らが主体的に行う地区のまちづくり活動の支援

（住民主役のまちづくり補助金）
6,500

町内への移住定住促進を図る空き家バンク促進補助金事業 6,000

少子高齢化社会に対応する活力ある社会を築くため、次代を担う子の誕生を祝福し、健やかな成長を願い、

子育てを支援するすこやか赤ちゃん出産祝金支給事業
8,000

０歳から中学生までを対象に支給する児童手当 180,600

乳幼児から中学校終期までの医療費に対する助成（医療費無料化） 45,240

家庭から出されるごみの収集から処理費用（八代生活環境事務組合負担金含む） 219,624

住宅用新エネルギー（太陽光発電システムなど）の導入促進助成事業 1,725

ごみ減量化を目的とした生ごみ処理機導入事業（給食センターほか） 8,658

母子ともに安全な出産を迎えるための妊婦健診、乳幼児期の健全な発育、疾病の早期発見につながる

乳幼児健診などの母子保健事業
12,181

高齢者の健康体操やレクリエーションを地区公民館で行う「いきいきサロン事業」 3,840

一人暮らし高齢者で調理が困難な世帯などに対する配食サービス事業 14,573

健診・保健指導事業の充実（住民健診、40歳、50歳、60歳を対象とした節目ドックなど経費） 34,347

各種予防接種費用の助成による疾病予防対策の充実 30,040

農業経営の安定と産地体制の強化を支援するための農業元気づくり支援事業 3,587

畳表張替助成事業 1,500

地域の持つ多面的な機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動に対する支援を行う

多面的機能支払交付金事業
43,136

住民の生活環境向上と町内産業の活性化を図るための住宅リフォーム促進助成事業 13,200

町道・河川・橋りょう等改良改修、維持管理事業 198,351

桜ヶ丘団地改修（屋根防水、外壁改修）事業 33,345

小中学校の教育環境の充実を図るＩＣＴ整備事業 24,258

小学校部活動社会体育移行に向けた取組 1,014

北海道大空町との人材育成派遣交流事業 2,920

項　目 予算額（千円）

国民健康保険 2,439,528

後期高齢者医療 151,739

介護保険 1,495,130

公共下水道事業 786,824

宅地開発事業 9,136
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町長部局
	 課長級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 	 ◆	町民環境課長　	 野田　俊明	 （議会事務局	議会事務局長）

	 課長補佐級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 	 ◆	総務課生活安全推進室長　	 森田　幸夫	 （新規採用）
	 	 ◆	町民環境課長補佐　	 岩本　信介	 （農業振興課長補佐）
	 	 ◆	農業振興課長補佐　	 坂本　哲也	 （企画財政課	企画係長）

	 係長級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 	 ◆	総務課	生活安全推進係主幹　	 本島　洋一	 （新規採用）
	 	 ◆	企画財政課	企画係長　	 國岡　信吾	 （建設下水道課	管理係長）
	 	 ◆	町民環境課	戸籍住民係長　	 中島幸一郎	 （学校教育課	学校教育係長）
	 	 ◆	農業振興課	農産係長　	 黒田　陽一	 （税務課	住民税係参事）
	 	 ◆	建設下水道課	管理係長　	 尾崎　　徹	 （農業振興課	農産係長）
	 	 ◆	健康福祉課	保健予防係主幹　	 岡村美代子	 （新規採用）
	 	 ◆	企画財政課	企画係参事　	 松本奈光子	 （総務課	行政係参事）
	 	 ◆	税務課	住民税係参事　	 坂田　将豪	 （農業振興課	農産係参事）
	 	 ◆	健康福祉課	介護保険係参事　	 岩城　平童	 （出納室	会計係参事）
	 	 ◆	農業振興課	農産係参事　	 橋本　親知	 （税務課	徴収係参事）
	 	 ◆	建設下水道課	建設係参事　	 千原　正資	 （企画財政課	企画係参事）
	 	 ◆	建設下水道課	下水道係参事　	 西村　啓介	 （企画財政課	企画係参事）

	 主　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 	 ◆	総務課	行政係　	 三枝　知史	 （健康福祉課	国民健康保険係）
	 	 ◆	総務課	行政係　	 原木　麻耶	 （総務振興課	総合窓口係）
	 	 ◆	企画財政課	企画係　	 道永　拡史	 （健康福祉課	介護保険係）
	 	 ◆	税務課	徴収係　	 橋本　雄大	 （農地整備課	農地整備係）
	 	 ◆	町民環境課	戸籍住民係　	 井上　紫織	 （新規採用）
	 	 ◆	健康福祉課	国民健康保険係	 今田雄一郎	 （総務課	行政係）
	 	 ◆	健康福祉課	保健予防係　	 松本　真理	 （新規採用）
	 	 ◆	健康福祉課	介護保険係　	 廣瀬　翔太	 （新規採用）
	 	 ◆	健康福祉課	福祉係　	 奥田　一博	 （建設下水道課	建設係）
	 	 ◆	建設下水道課	建設係　	 岡本　浩平	 （健康福祉課	福祉係）
	 	 ◆	総務振興課	総合窓口係　	 松葉誉那美	 （町民環境課	戸籍住民係）

議会事務局
	 課長級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 	 ◆	事務局長　	 草野　信一	 （農業委員会	事務局長）

農業委員会
	 課長級
	 	 ◆	事務局長　	 星田　達也	 （町民環境課	町民課長補佐兼町民環境係長）

教育委員会
	 係長級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 	 ◆	学校教育課	学校教育係長　	 谷岡　賢一	 （町民環境課	戸籍住民係長）

　４月１日付けで人事異動を行いました。（　）内は前職名。

人 事 異 動
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左から  森田幸夫、本島洋一、廣瀬翔太、井上紫織、松本真理、岡村美代子

（①氏名、②所属、③地区名、④趣味・特技、⑤抱負）

②総務課生活安全推進室
③熊本市
④ディスクゴルフ
⑤3月に熊本県警を定年退職し、
4月1日から3年間の任期付き
職員として氷川町役場に採用
されました。総務課生活安全
推進室長として、おもに交通安
全や防犯に関することを担当
します。微力ではありますが、
これまで培ってきた知識と経
験を氷川町の安全・安心の確
立のために活かしていきたい
と思います。

①	森
もりた

田　幸
ゆきお

夫

②町民環境課戸籍住民係
③八代市
④音楽鑑賞
⑤出身は氷川町ではないです
が、祖父母が住んでいるので
幼い頃から氷川町に親近感を
持っています。町民の皆さんが
手続き等にいらした際に、円滑
に業務を進めることができるよ
うに日々学びながら頑張ろうと
思います。

①	井
いのうえ

上　紫
しおり

織

②総務課生活安全推進係
③下宮
④カービング
⑤私は、4月1日付で総務課生活
安全推進室に勤務することに
なりました本島です。消防暦42
年の経験と知識を活かして町
民の皆さまが安全で安心して
暮らせる町づくりに少しでもお
役に立てればと思っています。

①	本
もとしま

島　洋
よういち

一

②健康福祉課保健予防係
③八代市
④読書
⑤初めまして。4月から管理栄養
士として氷川町で仕事をさせて
いただく松本真理と申します。
行政のお仕事に携わるのは初
めてなのですが、皆さまの健
康に少しでもお役に立てるよう
に、精一杯頑張りますのでどう
ぞよろしくお願いいたします。

①	松
まつもと

本　真
ま り

理

②健康福祉課介護保険係
③西上宮
④料理
⑤本年度から氷川町役場で勤務
いたします。中学高校大学と、
10年続けた陸上競技部で培っ
た「やり遂げることの喜び」「粘
り強い心」そして「支えて下さ
る方への感謝の気持ち」を忘
れることなく、氷川町の発展に
精一杯貢献したいと思ってい
ます。よろしくお願いします。

①	廣
ひろせ

瀬　翔
しょうた

太

②健康福祉課保健予防係
③宇城市
④絵画鑑賞
⑤こんにちは。2年間の期限付き
で保健師業務に従事させて頂
くことになりました。これまでの
助産師、保健師の経験を糧に、
お一人お一人の健康づくりの
お役に立てるよう、頑張りたい
と思いますので、どうぞよろし
くお願い致します。

①	岡
おかむら

村　美
み よ こ

代子
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出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
・
九
州
大
会
出
場
者
激
励
会

　
３
月
３
・
24
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い

て
、全
国
・
九
州
大
会
出
場
者
の
激
励
会
が

行
わ
れ
、藤
本
町
長
か
ら
出
場
選
手
へ
激

励
費
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　【大
会
名
】

　
第
59
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

　
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
島
田
　
琉
く
ん

　（
玉
名
工
業
高
校
２
年
・
中
大
野
）

【
大
会
名
】

　
第
15
回
九
州
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
吹
奏
楽
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
吉
村
　
綾
乃
さ
ん

　（
熊
本
高
校
２
年
・
北
鹿
野
）

【
大
会
名
】

　
第
26
回
Ｊ
Ｆ
Ａ
九
州
ガ
ー
ル
ズ
・エ
イ
ト

　（
Ｕ

－

12
）サ
ッ
カ
ー
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
稲
田
　
雛
さ
ん

　（
竜
北
西
部
小
６
年
・
東
網
道
）

郷
土
の
星
に
続
け
　
秋
山
杯
誕
生

第
１
回
秋
山
幸
二
杯

　
３
月
12
・
13
日
、竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

４
会
場
に
お
い
て
、第
１
回
秋
山
幸
二
杯

中
学
生
少
年
軟
式
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、竜
北
・
氷
川
・
鏡
・
千
丁
の
４
中

学
校
の
野
球
部
後
援
会
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
野
球
大
会
に
、郷
土
の
星
で
あ
る
秋
山

幸
二
さ
ん
の
名
を
冠
し
た
い
と
打
診
し
た

と
こ
ろ
、快
諾
を
得
て
今
年
か
ら
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
開
会
式

に
は
秋
山
さ
ん
も
出
席
さ
れ
、選
手
た
ち

は
興
奮
し
た
表
情
で
、一
緒
に
記
念
撮
影
や

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
な
ど
し
て
交
流

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
名
】

　
第
10
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

　（
Ｕ

－

13
）サ
ッ
カ
ー
大
会

【
出
場
チ
ー
ム
・
選
手
名
】

　
Ｕ
Ｋ
Ｉ

－
Ｃ
・
Ｆ
Ｃ

　
竜
北
中
１
年

　
今
村
　
光
く
ん（
下
鹿
島
）

　
嶋
津
圭
士
郎
く
ん（
沖
塘
）

　
浜
田
　
駿
く
ん（
立
石
）

　
浜
田
　
航
く
ん（
立
石
）

　
宮
﨑
　
悠
く
ん（
東
網
道
）

【
大
会
名
】

　
◦
第
26
回
全
九
州
選
抜
高
等
学
校

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
◦
第
21
回
全
国
私
立
高
等
学
校

　
　
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
八
木
田
　
理
奈
さ
ん

　（
熊
本
信
愛
女
学
院
高
校
２
年
・
北
野
津
）

【
大
会
名
】

　
第
６
回
九
州
地
区
ジ
ュ
ニ
ア

　（
Ｕ

－

10
）サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
出
場
選
手
名
】

　
稲
田
　
翼
く
ん

　（
竜
北
西
部
小
４
年
・
東
網
道
）

【
大
会
名
】

　
第
29
回
九
州
中
学
校（
Ｕ

－

14
）

　
サ
ッ
カ
ー
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
遠
山
　
和
美
さ
ん（
コ
ー
チ
・
笹
尾
）

　
川
野
　
竜
聖
く
ん（
鎮
西
中
１
年
・
若
洲
）

▲稲田　雛さん

▲稲田　翼くん▲遠山　和美さん

▲左から宮﨑悠くん、浜田駿くん、今村光くん、
　浜田航くん、嶋津圭士郎くん

▲グラブさばきをアドバイスする秋山さん

▲川野　竜聖くん
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捕
ま
ら
ず
に
う
ま
く
よ
け
ろ
！

子
ど
も
会
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

　
３
月
26
日
、氷
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、昨
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
相

撲
大
会
に
代
わ
り
、子
ど
も
会
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
大
会（
氷
川
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
主
催
）が
行
わ
れ
、24
人
の
子
ど
も

た
ち
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
と
は
、通
常
の
ラ
グ
ビ
ー

と
は
違
い
、腰
に
つ
い
た
ヒ
モ（
タ
グ
）を

奪
っ
て
相
手
選
手
を
止
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

　
春
ら
し
い
暖
か
い
陽
気
の
中
、九
州
学

院
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
協
力
の
も
と
、男

子
12
名
、女
子
12
名
が
６
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
練
習
や
試
合
を
行
い
、最
後
に
は
全

国
大
会
に
出
場
す
る
高
校
生
相
手
に
ト
ラ

イ
を
決
め
た
り
す
る
な
ど
大
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
交
通
安
全
支
え
ま
す

交
通
指
導
員
に
委
嘱
状
交
付

　
４
月
５
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、藤

本
町
長
よ
り
氷
川
町
交
通
指
導
員
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
交
通
指
導
員
は
、滝
本
龍
夫

さ
ん（
河
原
）、前
橋
照
雄
さ
ん（
高
塚
）、

元
松
四
男
さ
ん（
東
網
道
）、前
田
正
裕
さ

ん（
高
塚
）、宮
下
照
喜
さ
ん（
北
野
津
）、

宮
本
義
弘
さ
ん（
上
鹿
島
）、吉
村
郁
夫
さ
ん

（
新
村
北
）、森
﨑
金
蔵
さ
ん（
東
上
宮
）、

久
保
田
武
徳
さ
ん（
栫
）、山
本
邦
子
さ
ん

（
北
野
津
）、畑
野
久
美
子
さ
ん（
高
野

道
）、岩
本
康
さ
ん（
上
鹿
島
）、立
岩
政
勝

さ
ん（
町
）、鶴
田
稔
之
さ
ん（
下
宮
）の
14

人
で
す
。

　
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
に
は
、事
故
を

減
ら
す
た
め
の
交
通
安
全
啓
発
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

交
通
安
全
運
動
出
発
式
～

　
　
　
　
　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
春
の
交
通
安
全
運
動
は
子
供
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
を
基
本
と
し
、自
転
車

の
安
全
利
用
、座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
、飲
酒

運
転
の
根
絶
を
重
点
目
標
と
し
て
、４
月

６
日（
水
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
の
期
間
、

全
国
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
氷
川
町
に
お
い
て
は
そ
れ
に
先
が
け
、４

月
５
日
に
氷
川
警
察
署
で
、春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
の
終
り
に
は
、白
バ
イ
、パ
ト
カ
ー

が
一
斉
に
出
発
し
、交
通
安
全
の
徹
底
の
た

め
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
日
11
時
か
ら
は
、国
道
３
号
線
の
道

の
駅「
竜
北
」前
に
お
い
て
、老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、交
通
安
全
協
会
、交
通
指
導
員
、交

通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、春
の
交

通
安
全
運
動
に
伴
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
で
は
、約
１
０
０
台

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
と
町

の
特
産
品
の「
和
鹿
島
い
ち
ご
」を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　「
安
全
運
転
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」の
言
葉
と
と
も
に
イ
チ
ゴ
を
渡
す
と
、

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
喜
ば
れ
、笑
顔

で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。安
全
運
転

を
心
が
け
ま
す
」と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

▲グラウンドを駆け回る子どもたち

▲出発式の様子

▲和鹿島いちごのプレゼント

▲交通指導員の皆さん
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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
お
出
迎
え

早
尾
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り

　
４
月
３
日
、早
尾
の
わ
い
わ
い
広
場
に
お

い
て
早
尾
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
早
尾
地
区
で
は「
花
い
っ
ぱ
い
で
、き
れ
い

な
自
然
の
地
区
」を
目
標
に
、住
民
の
方
た

ち
で
四
季
折
々
の
花
の
植
え
付
け
の
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

役
場
に
も
寄
贈
い
た
だ
き
、現
在
は
本
庁

の
玄
関
に
並
べ
て
お
り
ま
す
。

　
可
愛
く
綺
麗
に
咲
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

た
ち
が
皆
さ
ま
を
お
出
迎
え
し
て
お
り
ま

す
。

手
話
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
４
月
７
日
、八
代
市
の
代
陽
公
民
館
に

お
い
て
に
、手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
講
座
は
、手
話

奉
仕
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、氷
川
町

と
八
代
市
が
合
同
で
開
催
し
て
い
る
講
座

で
す
。講
師
に
は
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協

議
会
の
松
永
朗
さ
ん
を
招
き
、28
年
度
中

に
45
回
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
氷
川
町
か
ら
は
篠
原
利
夫
さ
ん（
東
上

宮
）、中
田
智
恵
子
さ
ん（
上
鹿
島
）、永
田

俊
子
さ
ん（
西
野
津
）、平
野
玉
美
さ
ん（
立

神
）、松
枝
智
子
さ
ん（
西
野
津
）、山
本
正

己
さ
ん（
下
鹿
島
）６
人
が
参
加
し
、手
話

の
技
術
取
得
に
意
欲
を
燃
や
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

町
内
中
学
校
入
学
式

期
待
を
胸
に
新
た
な
一
歩

　
４
月
８
日
、町
内
中
学
校
に
お
い
て
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
入
学
生
は
、竜
北
中
67
人
、氷

川
中
55
人
で
す
。

　「
新
入
生
入
場
」の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
の
ち
、

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
１
年
生

が
、緊
張
の
表
情
を
う
か
べ
、在
校
生
と
保

護
者
の
待
つ
会
場
に
入
場
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
大
き
な
歓
迎
の
拍
手
が
、新
入

生
の
不
安
げ
な
表
情
を
期
待
の
表
情
へ
変

え
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
竜
北
中
学
校
で
は
新
入
生
代
表
の
宇
野

百
合
香
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
で
、こ
れ
か
ら

の
中
学
校
生
活
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

町
内
小
学
校
入
学
式

元
気
い
っ
ぱ
い
１
年
生

　
４
月
11
日
、町
内
小
学
校
に
お
い
て
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
入
生
は
、竜
北
西
部
小
42

人
、竜
東
小
25
人
、宮
原
小
41
人
で
す
。

　
竜
北
西
部
小
学
校
で
は
ピ
カ
ピ
カ
の
一

年
生
が
拍
手
に
包
ま
れ
な
が
ら
元
気
に
入

場
し
、先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き

な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
寺
田
校
長
先
生
か
ら
は
、守
っ
て
ほ
し
い

２
つ
の
こ
と
と
し
て「
元
気
な
挨
拶
」、「
危

険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
」と
の
お
話
が

あ
り
、新
入
生
は
し
っ
か
り
と
し
た
表
情
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。

▲早尾のチューリップ

▲講師の先生と受講者

▲元気に入退場

▲上級生からの歓迎の言葉
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突
如
町
を
襲
っ
た
災
害

熊
本
地
震

　
４
月
14
日
21
時
26
分
に
熊
本
県
熊
本
地

方
を
震
源
と
す
る
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５

（
暫
定
値
）、最
大
震
度
７
の
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
氷
川
町
に
お
い
て
も
、14
日
に
震
度
５

強
、16
日
に
は
震
度
６
弱
と
い
う
大
き
な

揺
れ
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
影
響
に
よ
り
、住
家
、小
屋
、塀
や

道
路
な
ど
に
被
害
が
生
じ
て
お
り
、区
長

様
は
じ
め
地
元
消
防
分
団
に
は
、被
害
調

査
や
片
付
け
な
ど
、ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
現
在（
４
月
17
日
）も
余
震
が
続
い
て
お

り
、気
が
抜
け
な
い
状
況
で
す
。陥
没
し
た

道
や
落
ち
そ
う
な
橋
、崩
れ
そ
う
な
建
物

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、近
づ
か
れ
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲トマトの差し入れ

▲崩れた壁（竜西小）

▲避難所受付 ▲破損した道路

▲液状化したコンクリート



No.127 5月号
ひかりん

No.127 5月号
ひかりん

広報ひかわ 2016.5 12

宇城氷川スマートインターチェンジの利用について

町道吉本本山線（宇
う き ひ か わ

城氷川スマートインターチェンジ
アクセス道路）が全線開通しました!!

　宇城氷川スマートインターチェンジのアクセス道路である町道吉本本山線が3月26日（土）正午より全線開通しま
した。
　当日は、快晴の青空の下、午前10時より町道吉本本山線内で開通式が執り行われ、村田副知事や金子衆議院議
員をはじめ、多くのご来賓や関係者ら約70人が出席されました。
　冒頭の歓迎セレモニーでは、竜北中学校吹奏楽部による力強い演奏で開通式に華を添え、テープカットや開通
パレードが華やかに行われました。
　藤本町長は、「開通を機に町外から多くの方々に当町を訪れていただき、自然豊かな環境、歴史文化、特産品など
町の良さを実感していただき、移住定住の促進や地域経済の浮揚につなげていきたい」と式辞を述べました。

【スマートICを利用できる車・時間帯】
　利用可能車種は、ETCを搭載した全車種で、24時間利用できます。

【スマートIC利用上の注意】
　スマートICの開閉バーの手前では、必ず一旦停止してください。停止
後、通信のやりとりが行われ開閉バーが開くシステムとなっていますの
で、走行にご注意ください。また、一旦停止しても開閉バーが開かなかっ
た場合は、通信開始ボタンを押してください。再度通信が開始されます。
　ETC を搭載していない車両は利用できませんので、料金所に備え付け
のインターホンにより係員の指示に従ってください。危険ですので、車の
バックをしないでください。

【スマートIC の利用状況】
　スマートICアクセス道路全線開通後１週間の利用状況は、開通前と比
較し1,020 台（1 日当たり145 台）程度増加しております。

（西日本高速道路株式会社：速報値より）

来賓によるテープカット
村田副知事を中心に金子衆議院議員、小早川県議会副議長、守田宇城市長、中村八代市
長、河野宇城市議会議長、永田氷川町議会議長、舩木元旦ビューティ工業社長、藤本町長

氷川警察署と宇城警察署のパトカー先導による
開通パレード

竜北中学校吹奏楽部の演奏による歓迎セレモニー 藤本町長の式辞
祝辞を述べる
村田副知事

祝辞を述べる
金子衆議院議員
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◆
対
象
研
修

　
国
内
外
の
先
進
地
で
の
研
修
、

調
査
お
よ
び
視
察
で
、以
下
の
い

ず
れ
か
の
目
的
の
た
め
に
実
施
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

①
教
育
、文
化
お
よ
び
産
業
な
ど
の

分
野
で
、視
野
を
広
め
、知
識
や

技
術
な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
手

法
を
体
得
す
る
た
め

※
研
修
後
の
町
内
へ
の
波
及
効
果

が
期
待
で
き
な
い
も
の
、研
修
自

体
を
目
的
と
し
た
も
の
な
ど
は

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
、研
修
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者

　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た

す
方
と
し
ま
す
。た
だ
し
、同
一
の

研
修
へ
の
申
し
込
み
は
５
名
以
内

で
す
。

①
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、申

請
時
点
で
満
年
齢
60
歳
以
下
の

方
②
地
域
活
動
や
団
体
活
動
に
参
加

す
る
な
ど
帰
町
後
そ
の
成
果
を

積
極
的
に
生
か
し
う
る
と
認
め

ら
れ
る
方

③
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　

◆
助
成
額

　
交
通
費
、宿
泊
費
の
実
費
額（
氷

川
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
で
定
め
ら
れ
た
額
を
上
限
）、研

修
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
を

対
象
と
し
、そ
の
７
割
以
内
の
額

を
助
成
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、国
内
研
修
の
場
合
は

10
万
円
、
国
外
研
修
の
場
合
は

30
万
円
が
上
限
で
す
。

（
１
千
円
未
満
は
切
捨
て
）

◆
申
請
方
法

　
氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
申

請
書
を
氷
川
町
宮
原
振
興
局
総
務

振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
は
、平
成
29
年
１
月

31
日
で
す
。な
お
、助
成
の
適
否

は
、氷
川
町
人
材
育
成
派
遣
研
修

選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
☎ 
62
・
２
３
１
７（
直
通
）

町
を
担
う
人
材
育
成
に
エ
ー
ル

氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度

　
こ
の
制
度
は
、町
民
の
方
が
自
主
的
に
行
う
人
材
育
成
研
修
に
対

し
て
助
成
を
行
い
、そ
の
成
果
を
も
っ
て
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
研
修
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
活
用
を
ご
検

討
下
さ
い
。

便利な口座振替で納税してみませんか。

～氷川町では口座振替を推進しています～
　集合税(町県民税・固定資産税・国民健康保険税)・軽自動車税の納付は、口座振替がご利用いただけます。
　口座振替（自動払込）は、預貯金口座から自動的に引き落とされますので納め忘れがなくなり、納期ごとに
金融機関や役場窓口へ納めに行く必要がなくなります。お忙しい方や留守にしがちな方には特に便利です
ので、この機会にぜひ、口座振替をご検討いただき申し込みください。

○ 口座振替依頼書は、金融機関、氷川町役場および氷川町宮原振興局に用意しております。
○ 口座振替依頼書の提出先は、振替口座のある金融機関となります。
○ 集合税については、6月に全期分（10期分）を一括振替する前納制度もあります。
◆注　意

◦振替日（25日）が金融機関の休業日にあたるときは、翌営業日が振替日となります。
◦再振替はできませんので、振替日の前日までにご入金ください。
◦振替ができなかった場合は、後日、振替不能通知書（納付書）を送付します。
◦振替済通知は発行いたしませんので、記帳にてご確認ください。

【お問い合わせ先】　税務課　☎52-5853（直通）　




